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Special Feature

当社グループを取り巻く経営環境は、かつてないスピードで変化しています。
その中で、カーボンニュートラル社会の実現に向け、今必要なエネルギーから、
将来必要になるエネルギーへ、時間軸を見誤ることなく移行しなければなりま
せん。それらの新しいエネルギーシステムや循環型社会の構築を推進する基
盤が、当社グループにはあります。持続可能な世界の実現のために、国・地域、
業界の垣根を超えたあらゆる関係者を巻き込み、新たな技術やデジタルを組
み合わせ、社会に受け入れられる形で実現させる、つまり「社会実装」する担
い手が求められています。
そのような中で策定した中期経営計画は、この社会実装への挑戦に対する決
意表明でもあります。この挑戦は、今まさに社会へのエネルギー供給を担う私
たちにしかできないものであり、化石燃料を主体とする当社グループの事業変
革にとっても大きなチャンスだと捉えています。
本特集では、2030年ビジョン「責任ある変革者」に加えて、新たに発表した
2050年ビジョン「変革をカタチに」に込めた想いとともに、当社グループが描く
未来と、その実現に向けた戦略をお伝えします。

創業以来、常に当社グループの経営の根幹にあるのは

”

人”です。

事業を通して人を育み、人によって社会に貢献する。

私たちはこれからも、人の力を信じ、人と共に、

より良い未来を創造していきます。

“人 ”の力で、変革のその先へ
2023～2025年度中期経営計画特集

出光興産

3

広 報 誌

C O N T E N T S

3

12

17 出光のナルホド！ 開発室　

次世代エネルギーとして注目される
燃料アンモニアってどんなもの？

18 歴史散歩　　

白銀の新潟

26 外から見た出光
インタビュー／出光興産 社外取締役 荷堂 真紀

28 眼光紙背

大家族主義

29 HIGHLIGHT TOPICS

30 色鉛筆で描いた未来が動きだす。
新テレビCMに込めた想い。

出光興産 2023～2025年度中期経営計画特集

12 中計特集 idemitsu VISION

持続可能な社会への解決策のひとつ

燃料アンモニアに挑む

20 国・地域社会、そこに暮らす人々のために

出光の使命は国境を越えて
（ベトナム編）

3 Special Feature 

“人”の力で、
変革のその先へ

2030年ビジョン「責任ある変革者」の実現に向かう、
出光グループの“今”をお届けする広報誌。

毎号の特集で、当社グループにおける注目の話題をピックアップし、
さまざまな切り口でご紹介。
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出光の描くV IS ION事業ポートフォリオの転換に向けた
3つの事業領域

12

2050年のカーボンニュートラル社会の実現のためには、エネルギーの未来と当
社グループのありたい姿を長い時間軸で捉える必要があります。そこで、2021年
に2030年ビジョンを策定。そして今回、新たに2050年ビジョンを策定しました。エネルギーとカーボンニュートラル（以下CN）ソリューションで社会をけん引すべ

く、2050年のCN・循環型社会を見据え、当社は3つの事業領域「一歩先のエ
ネルギー」「多様な省資源・資源循環ソリューション」「スマートよろずや」での
社会実装を通じて、事業ポートフォリオの転換に取り組んでいきます。

人びとの暮らしを支える責任

未来の地球環境を守る責任

私たちは、一歩先のエネルギー、多様な省資源・資源循環ソリューション、
スマートよろずやの社会実装を通して、

を果たします。

2030年ビジョン

2050年ビジョン

責任ある変革者

変革をカタチに

現在、さまざまな社会実装テーマにおいて、国内外の協業先の皆さまと共に、検討や研究、実証実験などに取り組ん
でいます。社会的な価値や投資効率などをふまえたスクリーニングを行い、生活者のために安価で大量に供給できる
新しいエネルギーといった、将来当社グループの主力となる事業を育てていきます。

一歩先の
エネルギー

多様な省資源・
資源循環

ソリューション

スマートよろずや

エネルギーの安定供給と共に社会課題の解決に貢献することが当社の責務と認識し、

これら3つの責任を事業活動を通じて果たしていきます。

地球と暮らしを守る責任：
カーボンニュートラル・循環型社会へのエネルギー・マテリアルトランジション

地域のつながりを支える責任：
高齢化社会を見据えた次世代モビリティ＆コミュニティ

技術の力で社会実装する責任：
これらの課題解決を可能にする先進マテリアル

ブルーアンモニア

ブルー水素

合成燃料・化学

CCUS

出光グリーンエナジーペレット

SAF・バイオディーゼル
バイオ化学・潤滑油

リチウム電池材料
環境対応型農畜産資材
高速通信・次世代ディスプレイ
モビリティ軽量・強靭化

資源循環・リサイクル
（使用済みプラスチック・ソーラー
パネル・全固体リチウム電池）

Type別サービスステーション
超小型EV

EV充電・メンテナンス
MaaS

分散型電源

スクリーニング

スクリーニング

＊1　投資規模は収支状況、キャッシュバランス等を鑑み適宜判断

1.社会的価値
・社会課題解決への貢献度
・CNへの貢献度
・公共性・市場成長性

2.投資効率
・2030年ROIC目標値7%を
前提とした投資判断

H2
NH3

「投資を厳選」
2030年までに
事業構造改革へ

累計1兆円規模＊1の投資

45



出光が創造する「After」の社会
私たちは、3つの事業領域「一歩先のエネルギー」「多様な省資源・資源循環
ソリューション」「スマートよろずや」の社会実装を通して、人びとの暮らしを支
える責任、未来の地球環境を守る責任を果たしていきます。これらを実現した
2050年の社会には、いったいどんな景色が広がっているのでしょうか。

3
一歩先のエネルギー

多様な省資源・
資源循環ソリューション

当社グループの製油所・事業所などの供給拠点
を、CN社会実現に向けた役割を担う「CNX＊2セ
ンター」へと転換。次世代燃料として注目を集め
る水素・アンモニアやバイオ燃料、SAF（持続可
能な航空機燃料）など、

”

常に”時代の一歩先を
いくエネルギーの安定供給に貢献します。

使用済みプラを原料とした化学品の製造
をはじめとする、資源循環型バリューチェー
ンの構築や全固体電池材、環境にやさしい
高機能潤滑油といった、産業活動・一般消
費者向けのCNソリューションを提供し、技
術の力でCN社会・循環型社会の実現に貢
献します。

01

スマートよろずや
地域の燃料供給を支えてきたSS（ガソリンスタンド）を、街
の「生活支援基地」へと進化。水素、電気など多様なエネ
ルギーの供給、超小型EVの販売やカーシェア、スマート脳
ドックといった多様なサービスの提供など、街のニーズに
即して“よろず”に変化し、人々の暮らしをサポートします。

03

02

＊2　カーボンニュートラル･トランスフォーメーション 67
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2030年ビジョン

『責任ある変革者』

ビジネスプラット
フォームの進化

DX戦略
デジタルを活用した生産性向上と
新たな価値創造

ガバナンスの進化
取締役会の機能向上と経営戦略に連動した
役員報酬制度への見直し

Special Feature

“人”の力で、変革のその先へ
2023～2025年度中期経営計画特集

3

化石燃料事業主体からの
 事業ポートフォリオ転換

当社の提供価値

社会実装力

従業員の成長・
やりがいの最大化

人的資本投資

2

企業理念「真に働く」や、経営の原点である「人間尊重」に基づき、
どのような未来が来ても、しなやかに、たくましく、

未来を切り拓く人財を育成します。

1

ROIC＊3経営の実践
事業構造改革投資

資本効率性を高めつつ、
事業ポートフォリオの転換を進め、

ROIC7%を目指します。

・ 既存事業の資本効率化と
CNに資する新規事業の拡大 

・ 3つの事業領域における
取り組み強化

・ 人財戦略を経営戦略の根幹に据え、 
KPIを設定の上、進捗を管理 

・ 事業構造改革を
実現する人財の育成 ［ 2030年度 非財務目標 ］

出光エンゲージメント 
インデックス＊5

従業員一人当たり 教育投資額／年

（国内トップクラス）

（学卒以上）

D&I 
女性採用比率

女性役職者比率

男性育児休業 
取得率

80％以上

10万円以上

50％以上
10％以上
100％

［ 2030年度 財務・非財務目標 ］

※2030年までに累計1兆円規模の投資

ROIC

7％
化石燃料事業収益比率＊4　

50％以下
GHG削減量

　　　　▲46％CO2削減量(Scope1+2)
2013年比

2023～2025年度の投資総額

新規事業創出  2,900億円

事業基盤強化  1,300億円

操業維持  2,700億円

一歩先のエネルギー

多様な省資源・
資源循環ソリューション

スマート
よろずや

燃料油 高機能材 資源

基礎化学品 電力・再エネ

1,900 800 200

＊3　投下資本で利益をどのくらい生み出したかを見る指標
＊4　全社収益に占める燃料油＋資源事業の収益比率（営業＋持分損益）［在庫影響除き］
＊5　組織に対する従業員のコミットメントを測定する当社独自の指標

事業構造改革投資

既存事業投資

6,900億円
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0
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　中
期
経
営
計
画
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は
事

業
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の
リ
ソ
ー
ス

と
し
て
捉
え
て
い
る
企
業
も
あ
る
中

で
、
私
た
ち
は
、
事
業
を
成
功
さ
せ

る
こ
と
と
、
人
を
育
て
人
が
成
長
す

る
こ
と
を
両
輪
と
し
て
考
え
て
い
ま

す
。
あ
え
て
極
論
す
る
な
ら
ば
、
私

は
当
社
グ
ル
ー
プ
が
存
在
す
る
最
終

的
な
目
的
は
人
の
育
成
だ
と
さ
え
考

え
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
50
年

後
、1
0
0
年
後
に
世
界
が
ど
う
な
っ

て
い
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
人

が
し
っ
か
り
と
育
っ
て
い
る
企
業
で

あ
れ
ば
、
必
ず
存
続
し
て
い
ら
れ
る

か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
人
が
育

つ
道
場
と
も
い
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
展
開
し
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を

し
っ
か
り
と
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

創
業
者
で
あ
る
出
光
佐
三
は
「
失
敗

は
授
業
料
」
と
言
い
ま
し
た
が
、
ま

さ
に
社
員
が
思
い
切
り
挑
戦
し
て
、

た
と
え
失
敗
を
し
て
も
屋
台
骨
が
揺

る
が
な
い
よ
う
な
状
態
を
つ
く
る
こ

と
が
、
経
営
の
責
任
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
う
し
て
社
員
が
失
敗
を
恐

れ
ず
に
挑
戦
を
続
け
る
こ
と
で
、
人

の
成
長
と
事
業
の
成
長
を
両
輪
で
実

現
し
て
い
け
る
の
で
す
。

当
社
グ
ル
ー
プ
が
1
0
0
年
以
上

の
歴
史
で
培
っ
た
大
き
な
財
産
は
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
形
成
す
る
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆
さ
ま
と
の
信

頼
関
係
で
す
。
そ
し
て
、当
社
グ
ル
ー

プ
の
人
の
力
が
、
何
よ
り
も
私
た
ち

の
強
み
で
あ
り
、
企
業
価
値
の
源
泉

で
す
。
こ
の
財
産
、
強
み
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
実
現
と
い
う
未
来
に
向
け
て
、

「
変
革
を
カ
タ
チ
」
に
す
べ
く
挑
戦

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

代表取締役社長

木藤 俊一

Special Feature

“人”の力で、変革のその先へ
2023～2025年度中期経営計画特集
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が
な
く
、
実
用
化
検
討
が
進
ん

で
い
る
。
そ
の
他
に
も
、
ア
ン
モ

ニ
ア
燃
料
電
池
や
、
太
陽
光
発

電
で
日
中
の
余
剰
と
な
る
電
力

の
貯
蔵
、
ア
ン
モ
ニ
ア
ガ
ス
タ
ー

ビ
ン
発
電
な
ど
で
の
利
用
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
ア
ン

モ
ニ
ア
を
生
産
す
る
際
に
用
い

る
水
素
は
、
石
炭
や
石
油
か
ら

製
造
す
る
た
め
C
O₂
を
排
出
す

る
。「
ブ
ル
ー
ア
ン
モ
ニ
ア
＊
1

」

と
呼
ば
れ
る
の
は
、
こ
の
製
造

工
程
で
排
出
さ
れ
る
C
O₂
を
、

C
C
U
S
（
C
O₂
回
収
・
有
効

利
用
・
貯
留
）
技
術
で
分
離
・
回

収
・
隔
離
し
、
オ
フ
セ
ッ
ト
し
た

ア
ン
モ
ニ
ア
だ
。

当
社
の
目
標
は
、
こ
の
ブ
ル
ー

ア
ン
モ
ニ
ア
の
安
定
供
給
を

2
0
2
0
年
代
後
半
に
実
現
す
る

こ
と
。
将
来
的
な
「
グ
リ
ー
ン
ア

ン
モ
ニ
ア
＊
1

」
の
導
入
も
視
野
に

入
れ
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
、
製
造
・
輸
送
・

貯
蔵
、
利
用
・
販
売
の
変
革
に
、

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
共
に
挑
む
。

「
ア
ン
モ
ニ
ア
」
と
聞
く
と
、

特
有
の
刺
激
臭
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

人
が
多
い
だ
ろ
う
。
劇
物
指
定
も

さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
全
世
界
で

年
間
約
2
億
t
が
生
産
さ
れ
、

農
業
用
肥
料
や
繊
維
の
特
殊
加
工

で
の
使
用
な
ど
、
幅
広
く
現
代
社

会
を
支
え
て
い
る
。

そ
の
ア
ン
モ
ニ
ア
が
、
今
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
注
目
さ
れ
て
い

る
。
ひ
と
つ
は
、
次
世
代
エ
ネ
ル

ギ
ー
候
補
の
水
素
の
輸
送
・
貯

蔵
と
し
て
の
役
割
だ
。
水
素
は
輸

送
・
貯
蔵
技
術
と
コ
ス
ト
面
で
問

題
を
抱
え
て
お
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

密
度
の
高
い
ア
ン
モ
ニ
ア
に
変
換

し
、
利
用
す
る
際
に
分
解
し
て
水

素
を
取
り
出
す
打
開
案
に
期
待
が

高
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
、
ア
ン
モ
ニ
ア
は
燃
焼
時

に
C
O₂
を
排
出
し
な
い
た
め
、

電
力
用
の
燃
料
と
し
て
も
研
究
が

進
ん
で
い
る
。

石
炭
火
力
発
電
所
で
は
石

炭
に
混
ぜ
て
燃
や
す
こ
と
で
、

C
O₂
排
出
量
を
抑
制
で
き
、

新
た
な
装
置
を
建
設
す
る
必
要

エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
も

さ
ま
ざ
ま
な

利
活
用
が
期
待
さ
れ
る

燃料アンモニアに挑む
持 続 可 能 な 社 会 へ の 解 決 策 の ひ と つ

2050年カーボンニュートラル社会の実現に向けて、世界中で、CO2を排出しない次世代エネルギー開発への
取り組みが加速している。現在、その分野で注目を集めている燃料のひとつが「アンモニア」だ。
水素や風力発電などよりも一般的な認知度は低いものの、従来のエネルギーのあり方を覆し、

来るべき持続可能な社会への解決策のひとつとなる大きな可能性を秘めている。
出光は、その燃料アンモニアの安定供給を支える、サプライチェーン構築に挑む。

徳山事業所 全景

当社は、2050年のカーボンニュートラル
社会のメインプレイヤーとなるべく、中期
経営計画（2023～2025年度）で、2030年
までに「3つの事業領域」に取り組むこと
を宣言しました。その筆頭「一歩先のエ
ネルギー（多様で地球環境にやさしい
カーボンニュートラルエネルギーの安定
供給）」の重要テーマのひとつが、ブルー
アンモニア。まずは2020年代後半を目指
して、そのサプライチェーンの実装を進
めています。

中計重点施策

＊
1  

製
造
工
程
で
発
生
す
る
C
O₂
を
回
収
・
利
用

し
、
排
出
量
が
足
し
引
き
ゼ
ロ
に
な
る
よ
う
に

生
産
さ
れ
た
ア
ン
モ
ニ
ア
を
「
ブ
ル
ー
ア
ン
モ
ニ

ア
」と
呼
ぶ
。
さ
ら
に
、
製
造
工
程
で
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
す
る
こ
と
で
カ
ー
ボ
ン

フ
リ
ー
を
達
成
し
た
ア
ン
モ
ニ
ア
を
「
グ
リ
ー
ン

ア
ン
モ
ニ
ア
」と
呼
ぶ
。

社会を変える
ブルーアンモニアへの
取り組み

豪州におけるグリーン水素・アンモニアPJの共同検討
中東・豪州・北米からブルー・グリーンアンモニアの調達

常温、常圧下グリーンアンモニア製造技術の開発
革新的なアンモニア合成技術を持つベンチャー企業、
つばめBHB㈱への出資

UAEからのブルーアンモニア輸送実証試験
JERA、ヤラ・インターナショナルとの共同検討

徳山事業所アンモニア基地化計画徳山事業所の既存施設（石炭ボイラー、ナフサ分解炉）での
アンモニア燃焼実証実験
コンビナート近隣企業など、潜在需要家とのパートナリング

貯蔵・入出荷・自社利用などに関するIHIとの共同検討

アンモニア
サプライチェーン
実現に向けた
検討の全体像

vol.1idemitsu VISION 

原 料 調 達製 造輸 送貯 蔵
供 給

（自社利用・販売）

中 計 特 集 
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国
内
初

周
南
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を

燃
料
ア
ン
モ
ニ
ア
の
供
給
拠
点
に

グ
リ
ー
ン
ア
ン
モ
ニ
ア
実
現
の

鍵
と
な
る
新
触
媒
を
用
い
た

製
造
技
術
の
研
究

製造 共創で実現する
次世代エネルギー
サプライチェーン
アンモニアは、製造・運搬・貯蔵といった取り扱い技術が確立してい
る物質だが、燃料として活用していくためにはまだ課題がある。たとえば、
日本の石炭火力発電所でアンモニアを20%混焼しようとすると、年間
2千万t以上のアンモニアが必要になる。さらに、サプライチェーンにお
けるCO2排出量の削減は必要不可欠だ。当社は、2050年に向けて、
これらの課題を解決する新たなサプライチェーンの構築に取り組んでい
る。今まさに、グループ会社やパートナー企業と共に取り組んでいる
研究や実証実験などのプロジェクトの最前線を見てみよう。

当
社
の
徳
山
事
業
所
で
は
、既
存

の
貯
蔵
施
設
を
ア
ン
モ
ニ
ア
の
供
給

拠
点
と
し
て
整
備
し
、周
南
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
各
社
へ
の
ア
ン
モ
ニ
ア
供
給
の

イ
ン
フ
ラ
と
す
る
検
討
を
進
め
て
い

る
。化
学
原
材
料
・
化
学
製
品
や
、鉄

鋼
・
セ
メ
ン
ト
・フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
な

ど
、多
彩
で
高
付
加
価
値
の
素
材
を

燃
料
ア
ン
モ
ニ
ア
の
特
徴
は
、燃
焼

す
る
際
に
C
O₂
を
排
出
し
な
い
こ

と
だ
。し
か
し
、現
在
の
ア
ン
モ
ニ
ア
の

製
造
法
で
あ
る
ハ
ー
バ
ー・ボ
ッ
シ
ュ
法

（
H
B
法
）で
は
、高
温
・
高
圧
下
で

水
素
と
窒
素
を
反
応
さ
せ
る
特
殊

な
装
置
の
建
設
が
欠
か
せ
な
い
他
、

原
料
と
な
る
水
素
を
製
造
す
る
た
め

に
、石
油
・
石
炭
・
天
然
ガ
ス
な
ど
の
化

石
燃
料
を
必
要
と
す
る
。カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て
、必
要
な
電

力
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る

も
の
に
転
換
し
て
製
造
を
行
う「
グ

生
産
・
供
給
す
る
周
南
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

で
は
現
在
、産
官
学
が
一
体
と
な
り
、

2
0
5
0
年
ま
で
に
産
業
競
争
力

の
維
持
・
強
化
と
脱
炭
素
化
の
両
立

を
実
現
す
る
、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
へ
の
転
換
を
目
指

し
て
い
る
。当
社
は
、東
ソ
ー
㈱
、㈱

ト
ク
ヤ
マ
、日
本
ゼ
オ
ン
㈱
の
3
社
と

リ
ー
ン
ア
ン
モ
ニ
ア
」の
検
討
も
進
む
一

方
で
、製
造
工
程
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率

が
下
が
る
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

そ
こ
で
、当
社
は
、常
温
・
常
圧
の
温

和
な
条
件
下
で
、水
と
大
気
中
の
窒

素
か
ら
ア
ン
モ
ニ
ア
を
製
造
す
る
、東

京
大
学
大
学
院
の
西
林
教
授
ら
の
研

究
に
着
目
。現
在
、国
立
研
究
開
発

法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー・
産
業
技
術
総
合

開
発
機
構（
N
E
D
O
）の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
、産
官
学
の
連
携
の
下
で

実
用
化
に
向
け
た
研
究
を
進
め
て
い

る
。成
功
す
れ
ば
、1
1
0
年
以
上
用

協
力
し
、2
0
3
0
年
ま
で
に
年
間

1
0
0
万
t
超
の
C
O₂
フ
リ
ー
ア

ン
モ
ニ
ア
供
給
体
制
を
確
立
す
る
よ

う
、実
装
置
で
の
実
証
実
験
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
、周
南

地
区
に
お
け
る
国
内
初
の
ア
ン
モ
ニ

ア
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
を
推

進
す
る
。

い
ら
れ
て
き
た
H
B
法
に
替
わ
る
可

能
性
が
あ
り
、製
造
工
程
に
お
け
る

C
O₂
排
出
も
削
減
、貯
蔵
も
容
易
に

な
る
な
ど
、燃
料
ア
ン
モ
ニ
ア
の
実
用

化
の
鍵
を
握
る
画
期
的
な
技
術
だ
。

社
会
実
装
に
お
け
る
課
題
は
、反

応
に
必
要
な
化
合
物「
ヨ
ウ
化
サ
マ
リ

ウ
ム
（Ⅱ）
」は
水
と
反
応
し
た
後
に
酸

化
物
と
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、繰
り
返

し
反
応
さ
せ
る
た
め
に
化
合
物
を
再

生
す
る
か
、別
の
物
質
に
置
き
換
え

る
必
要
が
あ
る
こ
と
だ
。現
在
、当
社

の
次
世
代
技
術
研
究
所
は
、共
同
研

究
先
と
共
に
こ
の
課
題
の
解
決
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

現在プロジェクトは、実行可能性調査に入っており、社内外の多
くの関係者と共に検討を重ねる中で、前例のないことに取り組む
難しさを感じています。その一方で、カーボンニュートラルの新時
代に向けて挑戦できることは､ 私たちにとってやりがいがあります。
徳山事業所ではこのプロジェクトの他にも、新設したバイオマス
発電所の稼働など、脱炭素の取り組みが始まっています。これ
からも、日本のカーボンニュートラルの先駆者として、がんばっ
ていきます。

本研究は、常温･常圧の温和な反応条
件で窒素分子を活性化する「モリブデン
触媒」を用いることで、従来の常識を覆
す窒素と水によるアンモニアの合成を可
能にした画期的な取り組みです。
実験室レベルでは、有機合成化学分野
で一電子還元剤として用いられてきたヨ
ウ化サマリウム（Ⅱ）（SmI2）を還元剤とし

て用いることで、驚異的な反応速度と極
めて高い選択性によってアンモニアが合
成できる反応系を発見しました。
出光興産との共同研究により、従来で
は経験できなかった研究課題に取り組む
ことができて、ワクワクしています。引き
続き、実用化に向けた研究を進めていき
ます。

COMMENTCOMMENT

徳山事業所のアンモニアワーキンググループのメンバー
（左から）宮原さん、松本さん、坂東さん、藤田さん

東京大学大学院工学系研究科
応用化学専攻

西林 仁昭教授

アンモニア混焼を検討しているナフサ分解炉周南コンビナート全景

貯蔵・供給

西林教授（前列右端）と研究室の皆さん

当社次世代技術研究所で本研究に携わる皆さん

当社機能材料研究所で本研究に携わる皆さん
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燃焼
して

も Nと Hを排出するだけ

U
A
E
か
ら
の

ブ
ル
ー
ア
ン
モ
ニ
ア

輸
送
実
証
試
験
を
実
施

ア
ン
モ
ニ
ア
の
国
際
輸
送
手
段
の

確
立
に
向
け
て
、ア
ラ
ブ
首
長
国
連

邦（
U
A
E
）で
製
造
さ
れ
た
ブ
ル
ー

ア
ン
モ
ニ
ア
を
購
入
し
、I
S
O
タ

ン
ク
コ
ン
テ
ナ
＊
2

を
用
い
て
四
日
市

製
油
所
に
輸
送
す
る
実
証
試
験
を

2
0
2
1
年
12
月
に
行
っ
た
。こ
の
ア

ン
モ
ニ
ア
は
、製
造
す
る
際
に
排
出
さ

れ
る
C
O₂
を
油
井
＊
3
に
圧
入
し
、

C
O₂
排
出
を
実
質
ゼ
ロ
と
し
た
も
の

だ
。

出光オーストラリアの現在の中心事業は
石炭です。その石炭をご利用いただいて
いるお客様にも低炭素化を実現できる新
規事業のひとつとして、グリーンアンモニ
ア・水素の事業開発に取り組んでいます。
右記プロジェクトに参画し、初期スタディ
を進めているだけでなく、豪州における他
の有望なプロジェクトの探索も継続してい
ます。日本を中心とした各国の需要の高ま
り、世界各地の動向を確認しながら、適
切なタイミングでグリーンアンモニアや水
素を届けられるよう、準備を進めています。

COMMENT

＊2  　ISO（国際標準化機構）の規格にのっとり設計・製造された、国内外を問わず安全に繰り返し利用できる液体輸送容器。
　　 複数の輸送手段に対応可能である。
＊3     油田において原油を採掘するために使う井戸

四日市製油所に搬入されたブルーアンモニアのISOタンクコンテナ

輸送・物流

豪
州
に
お
け
る
グ
リ
ー
ン
水
素・

ア
ン
モ
ニ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の

参
画

原料調達

Idemitsu Renewable Development Australia
のメンバー

国
土
が
広
く
、風
況
・日
照
な
ど
の

気
候
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
て
、安
価
か
つ

安
定
的
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
製

造
の
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
る
地
域
で
あ

る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア（
以
下
、豪
州
）。

当
社
は
、豪
州
ニュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
港
、ア

ボ
ッ
ト
ポ
イ
ン
ト
港
で
進
む
グ
リ
ー
ン

電
力
を
利
用
し
た
水
素
・ア
ン
モ
ニ
ア

製
造
の
事
業
化
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
画
し
て
い
る
。ニュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
港
で

は
、水
や
グ
リ
ー
ン
電
力
を
外
部
調
達

し
、年
間
で
水
素
3.
5
千
t
、ア
ン
モ

ニ
ア
2
万
t
を
製
造
。段
階
的
に
事
業

拡
大
・
国
外
へ
の
輸
出
を
目
指
し
て
い

る
。ま
た
、ア
ボ
ッ
ト
ポ
イ
ン
ト
港
で
は
、

こ
れ
ら
の
事
業
を
内
製
化
し
、年
間

50
万
t
の
ア
ン
モ
ニ
ア
な
ど
の
製
造
と

国
外
へ
の
輸
出
を
目
指
す
。両
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
事
業
構
想
に
は
、い
ず
れ
も
日

本
へ
の
製
品
輸
出
が
含
ま
れ
て
お
り
、

当
社
が
過
去
40
年
に
わ
た
り
石
炭
事

業
を
通
じ
て
構
築
し
て
き
た
、豪
州
政

府
や
現
地
事
業
者
、各
国
の
需
要
家
と

の
信
頼
関
係
・
物
流
な
ど
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
に
関
す
る
知
見
を
提
供
し
て

い
く
予
定
だ
。

燃料アンモニア
ってどんなもの？

次世代エネルギーとして注目される
Theme

アンモニアの化学式は「NH3」。窒素（N）と水素（H）
の化合物です。炭素（C）を含まないということは、
燃焼してもCO2を排出しないということです。そ
のため「ゼロエミッション燃料」とも呼ばれ、近年、
注目を集めているのです。また、液化アンモニア
は入手しやすく、水素燃料よりも容易かつ大量に
輸送できるとして注目されています。

ナルホド！

vol .3

出光の

開発室

出光の技術・製品に
まつわる「？」を
ナルホド「！」に

アンモニアがCO2を
排出しないのはなぜ？

ニューキャッスル港

そもそも

東京大学の西林教授らが発見・開発した
モリブデン触媒を用いて、水と窒素から、
常温･常圧の温和な条件下でアンモニアを
製造する技術です。この技術により、入
手が容易な「水」と大気中の「窒素」を原
料に、太陽光や風力などの再生可能エネル
ギーを使用したアンモニアの製造が可能に
なりました。

大学と共同で進めている
新しい技術って？

新開発！

アンモニアは、古くから肥料の原料として利用されてきました。
強い刺激臭があり「劇物」に指定されていますが、
燃やした際に窒素と水だけを排出するカーボンフリー燃料なのです。
そのため、脱炭素社会に向けた変換が強く求められる中で、
次世代エネルギーとして期待が高まっています。

燃料アンモニア

燃料アンモニア

水素（H）窒素（N）

燃料アンモニア

モリブデン触媒

アボットポイント港
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歴

史

散

歩

2
0
2
3 

冬

白
銀
の
新
潟

油井やぐらが無数に立つ大正時代の新津油田滝谷鉱場（新潟市提供）

新潟は昭和石油の原点
国産原油の生産が始まった明治初期、新
津恒吉は1892年に中越地方の尼瀬（現在の
出雲崎町）で滝谷製油所を起業。（1938年に
新津石油設立）早山与三郎は1899年に白山
浦（現在の新潟市中央区）で潤滑油の生産
を開始した。（1935年に早山石油設立）後に、
新津石油と早山石油は旭石油と共に1942年
に昭和石油を設立。1985年にはシェル石油と
統合し、昭和シェル石油となった。

日
本
各
地
に
散
る
、
出
光
興
産
の
足
跡
を
追
っ
て
。

ど
こ
ま
で
も
続
く
白
。息
を
の
む

ほ
ど
に
美
し
い
雪
景
色
が
、目
に
焼
き

付
い
て
離
れ
な
い
。雄
大
な
日
本
海
に

沿
っ
て
広
が
る
日
本
有
数
の
米
ど
こ
ろ

新
潟
。こ
の
地
域
の
深
雪
の
下
に
は

か
つ
て
、日
本
の
繁
栄
を
支
え
た
石
油

が
眠
っ
て
い
た
。

新
潟
の
油
田
の
歴
史
は
飛
鳥
時
代

に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。『
日
本
書
紀
』に

は「
6
6
8
年
、越
国
か
ら
天
智
天
皇

に
燃
土
、燃
水
が
献
上
さ
れ
た
」と
い

う
記
述
が
あ
る
。日
本
最
古
の
原
油

湧
出
地
と
言
い
伝
え
ら
れ
る
ゆ
え
ん

で
あ
る
。地
表
に
に
じ
み
出
る
原
油
は

「
草く
そ
う
ず

生
水
」と
呼
ば
れ
、火
を
付
け
る

と
燃
え
る
不
思
議
な
水
と
し
て
珍
重

さ
れ
て
い
た
。水
を
は
じ
く
性
質
か
ら

防
腐
剤
と
し
て
も
利
用
さ
れ
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。明
治
時
代
に
は
、機
械
採

掘
に
よ
る
本
格
的
な
油
田
開
発
が
始

ま
り
、新
潟
は
全
国
有
数
の
産
油
県
に

な
っ
た
。県
内
に
あ
っ
た
新
津
油
田
と

西
山
油
田
は
、秋
田
の
八
橋
油
田
と
と

も
に
当
時
日
本
三
大
油
田
と
い
わ
れ
、

日
本
の
近
代
化
に
大
い
に
貢
献
し
た
。

今
も
新
潟
県
内
に
は
、こ
れ
ら
の

歴
史
を
伝
え
る
施
設
や
恒
例
行
事
が

い
く
つ
も
あ
り
、か
つ
て
の
熱
気
を
伝

え
て
い
る
。活
気
あ
ふ
れ
る
歴
史
に
想

い
を
は
せ
、い
ま
一
度
、し
ん
し
ん
と
し

た
雪
景
色
を
眺
め
や
る
。ひ
ん
や
り

と
し
た
静
寂
の
中
、当
時
の
人
々
の
活

気
に
、無
音
の
ざ
わ
め
き
に
、耳
を
澄

ま
す
。

新潟粟ヶ岳の雪景色



V i e t n a m

1
9
9
0
年
代
か
ら
の

信
頼
関
係
と

経
済
成
長
を
支
え
る
事
業
領
域

　ベト
ナ
ム
の
人
口
は
9,
7
6
2
万
人
＊
1

。

国
土
は
南
北
に
細
長
く
、
地
域
に
よ
り

気
候
も
大
き
く
異
な
る
。
1
9
9
0
年

代
か
ら
2
0
0
0
年
代
に
か
け
て
急
速

に
経
済
成
長
を
遂
げ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
下
で
も
、
高
い

成
長
率
を
維
持
し
て
い
る
。

中
国
支
配
や
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
主
義

へ
の
抵
抗
の
時
代
、
そ
し
て
そ
れ
に
続

く
米
国
と
の
戦
争
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
や
中

国
と
の
武
力
紛
争
を
乗
り
越
え
て
き
た

歴
史
も
あ
る
。
日
本
と
は
1
9
7
3
年

に
外
交
関
係
を
結
ん
で
以
来
、
経
済
投

資
や
文
化
的
な
交
流
が
盛
ん
な
親
交
国

で
あ
る
。

当
社
が
石
油
・
ガ
ス
資
源
の
開
発
調

査
の
た
め
に
現
地
に
進
出
し
た
の
は
、

ベ
ト
ナ
ム
が
経
済
発
展
の
た
め
に
平
和

的
な
国
際
環
境
の
整
備
を
目
指
す
ド

イ
モ
イ
（
刷
新
）
路
線
を
打
ち
出
し
た

1
9
8
6
年
か
ら
3
年
後
の
1
9
8
9

年
の
こ
と
。
1
9
9
2
年
に
ハ
ノ
イ
に

最
初
の
事
務
所
を
設
立
し
、
石
油
探
鉱

事
業
を
開
始
し
た
。
以
来
約
30
年
に
わ

た
り
、
石
油
開
発
か
ら
石
油
精
製
、
潤

滑
油
の
製
造
・
販
売
、
S
S
運
営
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
、
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
事
業
な
ど
、
上
流
か
ら
下
流

ま
で
幅
広
い
分
野
で
事
業
を
展
開
し
て

き
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
領
域
で
活
躍
す

る
現
地
の
従
業
員
は
現
在
約
1,
7
0
0

名
に
の
ぼ
る
。
日
本
の
知
見
や
技
術
を

伝
承
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
政
府
や

地
域
の
人
々
と
も
信
頼
関
係
を
築
き
な

が
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野

の
持
続
的
な
発
展
に
貢
献
し
て
き
た
。

中
で
も
、
2
0
0
4
年
に
検
討
が
始

ま
っ
た
ニ
ソ
ン
製
油
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
と
の
関
係
に
お
い

て
、
最
大
規
模
の
投
資
案
件
で
あ
る
。

2
0
1
3
年
に
当
社
と
ク
ウ
ェ
ー
ト
国

際
石
油
、
ベ
ト
ナ
ム
国
営
石
油
・
ガ
ス
公

社
（
ペ
ト
ロ
ベ
ト
ナ
ム
）、
三
井
化
学
㈱

の
４
社
が
共
同
出
資
し
て
製
油
所
の
建

設
が
始
ま
っ
た
。
2
0
1
8
年
11
月
に

商
業
運
転
を
開
始
。
ア
ジ
ア
で
最
も
洗

練
さ
れ
た
製
油
所
の
ひ
と
つ
だ
。
稼
働

開
始
後
に
世
界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に

1
9
1
1
年
、
北
九
州
の
門
司
で

石
油
販
売
業
を
興
し
た
出
光
。
以

来
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供

給
を
担
い
、
産
業
の
発
展
と
人
々

の
豊
か
な
暮
ら
し
を
支
え
て
き
た
。

そ
の
使
命
と
情
熱
の
舞
台
は
日
本

だ
け
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
。
石
油

開
発
か
ら
石
油
製
品
の
製
造
・
販

売
ま
で
、
世
界
中
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
貢
献
す
る
こ

と
が
私
た
ち
の
使
命
だ
。
本
連
載

で
は
、
企
業
理
念
に
あ
る「
国
・
地

域
社
会
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
を

想
い
、
考
え
ぬ
き
、
働
き
ぬ
く
」と

い
う
精
神
を
体
現
す
る
、
出
光

の
海
外
事
業
を
紹
介
し
て
い
く
。

第
一
回
は
、
ベ
ト
ナ
ム
編
。
出
光
の

ベ
ト
ナ
ム
事
業
は
石
油
資
源
開
発

に
始
ま
り
、
約
30
年
に
わ
た
る
長

い
歴
史
を
持
つ
。
2
0
1
8
年
に

は
、
ベ
ト
ナ
ム
国
内
最
大
の
処
理
能

力
を
有
す
る
ニ
ソ
ン
製
油
所
の
商
業

運
転
を
開
始
し
た
。
経
済
的
な
成

長
を
続
け
る
勢
い
の
あ
る
国
、
ベ
ト

ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
で
、
現
地

の
人
々
と
共
に
手
を
取
り
合
い
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
成
長
を
支
援
し

て
き
た
歩
み
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。

直
面
し
、
石
油
製
品
市
場
の
価
格
低
迷

に
見
舞
わ
れ
た
が
、
現
在
は
国
内
需
要

の
回
復
に
応
じ
て
稼
働
を
継
続
し
て
い

る
。
ベ
ト
ナ
ム
国
内
に
あ
る
ズ
ン
ク
ア
ッ

ト
製
油
所
と
合
わ
せ
て
、
そ
の
石
油
製
品

の
供
給
量
は
ベ
ト
ナ
ム
国
内
の
約
7
割

を
占
め
、
共
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供

給
を
支
え
て
い
る
。

［ ベトナムにおける出光グループの石油事業 ］

上流
石油・ガス開発

（05-1b and 05-1c鉱区）

中流
石油精製・石油化学
（タインホア省）

下流
石油製品 小売

（ハノイ他北部エリア）

サービスステーション潤滑油製造・販売

［ ニソン製油所の概要 ］

ニソンリファイナリー・ペトロケミカルLLC （NSRP）

出資

出光興産35.1％、
クウェート国際石油35.1％、
ベトナム国営石油・ガス公社25.1%、
三井化学（株）4.7%

所在地 タインホア省ニソン経済区
（敷地面積:約500ha）

主な装置 常圧蒸留装置　20万バレル/日
芳香族製造装置 パラキシレン　70万t /年　他

出光の使命は
国境を越えて

＊1 ベトナム統計総局2020年

ベトナム編

国・地域社会、
そこに暮らす
人々のために

v o l . 1
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躍
進
の
契
機
と
な
っ
た
、

夢
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ハ
ノ
イ
か
ら
南
へ
約
2
2
0
㎞
、
ベ

ト
ナ
ム
北
中
部
に
位
置
す
る
ニ
ソ
ン
は
、

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
中
、
米
軍
の
空
爆
に
よ
っ

て
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
タ
イ
ン
ホ
ア
省

に
あ
り
、
21
世
紀
初
頭
ま
で
は
、
漁
業
を

営
む
小
さ
な
村
落
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

2
0
1
8
年
11
月
14
日
、
こ
の
地
で
ニ
ソ

ン
製
油
所
は
商
業
運
転
を
開
始
し
た
。
ベ

ト
ナ
ム
中
部
に
位
置
す
る
ズ
ン
ク
ア
ッ
ト

製
油
所
に
続
く
、
国
内
2
カ
所
目
の
製
油

所
で
あ
る
。

こ
と
の
始
ま
り
は
2
0
0
4
年
に
さ

か
の
ぼ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
南
部
の
石
油
開
発

鉱
区
（
そ
の
後
、
こ
の
鉱
区
で
サ
オ
バ

ン
・
ダ
イ
グ
エ
ッ
ト
ガ
ス
田
を
発
見
し
、

2
0
2
0
年
か
ら
ガ
ス
を
生
産
中
）
を
取

得
す
る
た
め
の
契
約
交
渉
を
行
っ
て
い
た

際
、
ペ
ト
ロ
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
当
社
に
製
油

所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
画
へ
の
打
診
が
あ
っ

た
。
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
製
油
所
の
立
ち

上
げ
は
、
世
界
中
の
主
だ
っ
た
石
油
会

社
が
検
討
を
重
ね
て
は
い
た
が
、
進
出
で

き
た
企
業
の
な
い
前
人
未
到
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
当
社
に
声
が

か
か
っ
た
の
は
、
当
社
が
15
年
以
上
を
か

け
て
一
つ
ひ
と
つ
の
事
業
に
誠
実
に
向
き

合
い
、
現
地
の
人
々
と
築
い
た
信
頼
関
係

と
、
ペ
ト
ロ
ベ
ト
ナ
ム
と
の
強
い
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

ニ
ソ
ン
製
油
所
の
建
設
は
、
当
時
の
ベ

ト
ナ
ム
で
国
家
予
算
の
約
1
/
4
に
相
当

す
る
金
額
を
投
資
す
る
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
だ
っ
た
。
当
社
に
と
っ
て
は
、
世
界
最

新
鋭
の
大
型
製
油
所
の
建
設
・
運
営
に
関

わ
り
、
製
油
所
の
建
設
技
術
や
運
転
技

術
、
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
の
知
見
を
蓄
積
す
る

大
き
な
意
義
が
あ
っ
た
。し
か
し
、そ
れ
よ

り
も
大
き
か
っ
た
の
は
、ベ
ト
ナ
ム
の
人
々

が
自
ら
の
手
に
よ
っ
て
、ベ
ト
ナ
ム
の
経
済

発
展
を
推
し
進
め
る
こ
と
を
支
え
る
仕
事

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
の
リ
ー
ド
を

任
さ
れ
る
こ
と
は
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を

開
く
、
夢
と
や
り
が
い
の
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
っ
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
で

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を

支
え
る
使
命

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
る
と
、
当
社
と

ペ
ト
ロ
ベ
ト
ナ
ム
は
、
原
油
供
給
の
確
保

を
目
的
に
ク
ウ
ェ
ー
ト
国
際
石
油
を
事

業
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
選
定
し
、
折
衝
を

開
始
し
た
。
ク
ウ
ェ
ー
ト
国
際
石
油
は
元

来
、
欧
米
の
メ
ジ
ャ
ー
と
の
つ
な
が
り
が

強
か
っ
た
が
、
当
社
が
得
意
と
す
る
精
製

技
術
＊
2
や
、
計
画
・
予
算
を
確
実
に
守

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
遂
行
能
力
を
高
く
評
価

し
、
事
業
へ
の
参
画
を
決
め
た
。

ニ
ソ
ン
製
油
所
で
は
、ベ
ト
ナ
ム
国
内
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
に
対
応
す
る
べ
く
、
現

在
1,
2
0
0
名
を
超
え
る
ベ
ト
ナ
ム
人
ス

タ
ッ
フ
が
製
油
所
を
運
転
し
て
い
る
。
出

光
は
、
ベ
ト
ナ
ム
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定

供
給
の
一
翼
を
担
う
こ
と
に
よ
り
、
同
国

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
支

え
て
い
る
。

＊
2  

重
油
直
接
脱
硫
装
置
（
重
油
中
の
硫
黄
分
を

除
去
し
、
低
硫
黄
の
重
油
を
得
る
技
術
）
と

重
油
流
動
接
触
分
解
装
置
（
常
圧
蒸
留
装
置

で
生
産
さ
れ
た
重
油
留
分
を
触
媒
作
用
に
て

分
解
し
、
ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
な
ど
、
高
付
加

価
値
製
品
に
転
換
さ
せ
る
装
置
）
を
組
み
合

わ
せ
た
、
出
光
が
得
意
と
す
る
精
製
技
術
。

記
憶
に
残
る
あ
た
た
か
い
交
流

当
時
の
対
応
力
が
今
に
生
き
る

立
ち
上
げ
期
は
ト
ラ
ブ
ル
続
き
で
し
た
。
特

に
試
運
転
の
と
き
、
週
に
2
〜
3
回
は
停
電
が

起
き
る
な
ど
、
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
事
態

が
次
々
と
発
生
。
常
に
対
応
に
走
り
回
る
た
い

へ
ん
な
日
々
で
し
た
が
、ス
タッフ
が
成
長
す
る
姿

を
見
届
け
ら
れ
た
こ
と
は
一
番
の
思
い
出
で
す
。

多
国
籍
の
ス
タ
ッフ
と
共
に
仕
事
を
す
る
上

で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
価
値
観
を
尊
重
し
、
傾

聴
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
し
た
。
現
地
ス

タ
ッフ
は
真
面
目
で
勤
勉
な
人
ば
か
り
で
、
高

い
向
上
心
が
あ
り
、
一
緒
に
働
く
中
で
い
つ
も

刺
激
を
も
ら
って
い
ま
し
た
。
休
日
は
一
緒
に

サ
ッ
カ
ー
を
し
、
家
族
の
食
卓
に
招
か
れ
、
同

じ
鍋
を
つつ
き
ま
し
た
。

私
は
現
在
、
徳
山
事
業
所
で
カ
ー
ボ
ンニュ
ー

ト
ラ
ル
関
連
の
企
画
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
次

世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
サ
プ
ラ
イ
チェ
ー
ン
構
築
な

ど
、
前
例
の
な
い
新
規
課
題
に
も
恐
れ
ず
向
き

合
う
に
あ
た
って
は
、
ニ
ソ
ン
で
0
か
ら
1
を
生

み
出
す
仕
事
で
身
に
付
け
た
精
神
力
が
役
に

立
って
い
ま
す
。
2
0
5
0
年
の
カ
ー
ボ
ンニュ
ー

ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

徳山事業所　
管理課

松本 達也
2007年入社。2014年より4年間、
ニソン製油所運転部運転一課に
在籍。マニュアル作成や研修のサ
ポート、安全審査の準備、試運転
から初期立ち上げまで従事した。

C O L U M N

［ ニソン製油所 プロジェクトの歴史 ］

 2004年 石油開発鉱区取得の調印後､
ペトロベトナムから出光にPJ参画打診

 2006年 ペトロベトナムと事業可能性の検証を開始、
出光からクウェート国際石油と三井化学に
参画打診

 2008年 合弁契約締結･会社登記、
投資ライセンス取得

 2013年 建設契約締結、最終投資決定、
協調融資契約締結

 2017年 製油所完工

 2018年 商業運転開始

検
討
開
始
か
ら
約
20
年

ニ
ソ
ン
製
油
所
の

現
在
地
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お
金
で
は
な
い
。

そ
の
想
い
を
伝
え
続
け
た

赴
任
し
た
当
時
の
べ
ト
ナ
ム
は
ど
ん
な
様
子

で
し
た
か
？

私
が
初
め
て
赴
い
た
1
9
8
9
年
当
時

の
ハノイ
は
、長
引
く
戦
争
と
経
済
の
低
迷
に

よ
っ
て
生
活
イ
ン
フ
ラ
は
発
展
の
途
上
。空
港

の
周
り
に
は
牛
の
群
れ
が
た
む
ろ
し
、農
村

風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。出
会
う
人
は
皆

明
る
い
笑
顔
で
、と
て
も
親
切
。な
ん
だ
か
、映

画「
A
L
W
A
Y
S 

三
丁
目
の
夕
日
」の
よ
う

な
昔
の
日
本
を
見
て
い
る
よ
う
で
ね
。

ベト
ナ
ム
に
赴
任
し
た
理
由
と
、携
わ
っ
た
業

務
に
つい
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

出
光
は
80
年
代
、他
国
の
企
業
と
共
同
で

石
油
の
探
鉱
事
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
は
ご
く一部
の
鉱
区
。現
地

で
は
ま
だ
無
名
で
、な
ん
と
か

探
鉱
活
動
の
許
可
を
得
た
い
と

考
え
て
い
ま
し
た
。

突
破
口
を
開
く
べ
く
ペ
ト
ロ

ベ
ト
ナ
ム
を
訪
れ
、彼
ら
の
地
質

調
査
の
図
面
を
見
せ
て
も
ら
う

と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
ん
で
す
。ホ

テ
ル
に
戻
っ
て
、先
輩
と
二
人
で

図
面
を
に
ら
み
な
が
ら
開
発
鉱
区
に
目
星

を
つ
け
て
は
企
画
書
を
つ
く
り
、提
案
す
る

日
々
。地
道
な
交
渉
を
続
け
ま
し
た
。

メ
ジ
ャ
ー
な
ど
欧
米
の
企
業
も
参
入
を

狙
っ
て
い
て
、競
争
は
と
て
も
厳
し
い
も
の
で

し
た
。拙
い
英
語
で「
出
光
は
お
金
で
は
な
く
、

石
油
開
発
で
あ
な
た
た
ち
に
貢
献
し
た
い
」

と
伝
え
続
け
ま
し
た
。相
手
も
決
し
て
英
語

が
得
意
な
わ
け
で
は
な
い（
笑
）。面
白
い
も
の

で
、通
い
詰
め
る
う
ち
に
言
葉
の
壁
を
越
え

て
気
心
が
知
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
よ
。

1
9
9
2
年
に
鉱
区
の
権
益
を
獲
得
し

て
開
発
が
始
ま
る
と
、出
光
は
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
の
信
頼
を
得
ま
し
た
。予
算
と
計
画

を
守
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。残
念
な
が
ら
こ

の
鉱
区
で
は
商
業
規
模
の
油
田
は
発
見
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、さ
ま
ざ
ま
な
局
面
で

ベ
ト
ナ
ム
側
か
ら
声
が
か

か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

南
部
鉱
区
で
の
ガ
ス
田
の

発
見
と
生
産
、そ
し
て
ニ
ソ

ン
製
油
所
の
話
が
出
た
の

も
、出
光
への
高
い
評
価
が

あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

1
9
9
0
年
代
前
半
の
ベ
ト
ナ
ム
に
赴
任
し
、
ゼ
ロ
か
ら
事
業
を
開
拓
す
る
と
と
も
に
、

出
光
と
ベ
ト
ナ
ム
の
関
係
の
原
点
を
築
い
た
三
木
執
行
役
員
に
、
当
時
の
経
験
と
大
切

に
し
て
い
た
姿
勢
を
聞
い
た
。

ニソン製油所

現
場
か
ら
学
び
、

任
さ
れ
た
仕
事
を
仕
上
げ
る

た
いへん
な
こ
と
も
多
かっ
た
と
思
い
ま
す
が
、

仕
事
を
す
る
上
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
現
場
か
ら
学
ぶ
こ
と
、そ
し
て
現
場
を
愛

す
る
こ
と
」で
す
。初
め
か
ら
金
銭
的
な
利
益

を
求
め
ず
、一つ
ひ
と
つ
の
仕
事
に
誠
実
に
対

応
す
れ
ば
、次
の
仕
事
に
つ
な
が
り
ま
す
。市

場
価
格
や
原
油
価
格
な
ど
、自
分
た
ち
の
力

が
及
ば
な
い
こ
と
も
あ
る
か
ら
こ
そ
、自
分

の
現
場
は
最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て
仕
上

げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ニ
ソ
ン
製
油
所
の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
。

商
業
運
転
開
始
後
、コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
崩
れ
、予
期
し
な
い
試
練
に

直
面
し
ま
し
た
が
、安
全
に
運
転
で
き
る
製

油
所
を
つ
く
り
上
げ
た
か
ら
こ
そ
、こ
れ
か

ら
の
展
望
は
開
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
ベ
ト
ナ
ム
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
や
石

油
製
品
を
輸
入
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

で
し
た
が
、ニ
ソ
ン
製
油
所
の
稼
働
に
よ
り

全
体
の
約
7
割
を
自
国
で
生
産
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
。「
こ
の
仕
事
を
出
光

と
や
れ
て
良
か
っ
た
」と
思
っ
て
も
ら
い
た
い

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

こ
の
計
画
は
70
年
に
わ
た
る
長
期
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
が
、生
産
が
始
ま
っ
て
ま
だ

4
年
。何
千
年
と
い
う
歴
史
を
持
ち
、さ
ら

に
経
済
が
発
展
し
て
い
く
ベ
ト
ナ
ム
の
基
盤

に
、私
た
ち
の
経
験
を
生
か
し
て
貢
献
し
て

い
け
れ
ば
、そ
れ
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

3

21

4

太陽光発電所
5

7

エンジニアリング
6

2016年、クウェート国際石油と共に、
Idemitsu Q8 Petroleumを設立し、2017
年に第1号SSを開所。ベトナムでSSを運
営する初めての外資企業として現在５
カ所のSSを運営しています。日本式の
接客サービスが話題を呼び、多くのお
客様に支持されています。

石油製品販売
Idemitsu Q8 Petroleum

1

ホーチミン市から南東350kmに位置す
るサオバン・ダイグエットガス田は、当社
が2004年にペトロベトナムと締結した
05-1b and 05-1c鉱区の生産物分与契
約に基づく探鉱作業の結果、発見した
ものです。2017年にベトナム政府からガ
ス田一体開発計画の承認を取得後、開
発を進め、2020年にサオバンガス田の
生産を、2022年にはダイグエットガス田
の生産を開始しました。

石油・ガス田開発
Idemitsu Gas Production （Vietnam）

7

2012年にベトナムで会社を設立し、2014
年から潤滑油の製造と販売を開始。ベ
トナムにおいても、出光ブランドの潤滑
油は優れた品質が支持されています。
同時に、日本のビジネス文化を手本とし
た「誠実なカスタマーサービス」につい
ても、高く評価されています。

潤滑油製造・販売
Idemitsu Lube Vietnam

2

世界初のブラックペレット＊3の大型商
業プラント（生産量12万t/年）を2023年
度中の完成を目指し建設しています。ブ
ラックペレットは石炭の代替となるカー
ボンニュートラル燃料として、エネル
ギーの安定供給とCO2の排出低減に貢
献します。

ブラックペレット製造
出光グリーンエナジーベトナム

4

出光がベトナムで展開する、さまざまな事業を紹介します。

O u r  B u s i n e s s  i n  V I E T N A M

ナムロン-ドイモイ油田試油（2006年9月）

H a n o i

H o  C h i  M i n h

国
家
を
支
え
る
大
き
な
仕
事
も

目
の
前
の
現
場
を
愛
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る

開

拓

の

狼

煙

執行役員　
ベトナムプロジェクト担当

三木 順
1986年出光興産入社。アジアで
の探鉱・開発業務に携わった後、
1989年からベトナム事業開拓に従
事し、今のベトナム事業の基盤と
なる初期の探鉱作業に携わった。
2005年からホーチミン事務所長と
して再びベトナムに駐在。2010年に
日本に帰国し、資源部・新規事業
推進室などの役職を経て、2022年
7月から現職。

＊3 当社の商品名「出光グリーンエナジーペレット」
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強
い「
個
」
が
ぶ
つ
か
り
合
い
、

全
員
で
よ
り
良
い
も
の
を

つ
く
り
上
げ
る
。

そ
れ
が
、真
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン

vol.2

社
外
取
締
役
　

荷
堂 

真
紀

外
か
ら

外
か
ら

見

た

見

た

出

光

出

光

1
9
9
2
年
、日
本
電
気
入
社
。エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
シ
ス
テ
ム
開
発
に
従
事
。そ
の
後
、マ
イ
ク
ロ

ソ
フ
ト
、セ
ー
ル
ス
フ
ォ
ー
ス・
ド
ッ
ト
コ
ム
等
を
経
て
、2
0
1
4
年
に
コ
カ
・
コ
ー
ラ
イ
ー
ス
ト

ジ
ャ
パ
ン
に
入
社
。こ
の
頃
か
ら
、経
営
戦
略
と
し
て
の
Ｄ
＆
Ｉ
に
携
わ
る
。コ
カ・コ
ー
ラ
ビ
ジ
ネ
ス

ソ
ー
シ
ン
グ
代
表
取
締
役
社
長
等
を
経
て
、2
0
1
7
年
か
ら
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ

ン
で
執
行
役
員
を
務
め
る
。2
0
2
3
年
か
ら
コ
カ・コ
ー
ラ
カ
ス
タ
マ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
代
表

取
締
役
副
社
長
を
兼
務
。2
0
2
1
年
6
月
か
ら
出
光
興
産
社
外
取
締
役
。２
男
３
女
の
母
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

荷
堂
さ
ん
の
Ｄ
＆
Ｉ
へ
の

想
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

Q

最
後
に
当
社
の
Ｄ
＆
Ｉ
へ
の

期
待
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

Q

Ｄ
＆
Ｉ
の
本
質
に
つ
い
て

も
う
少
し
詳
し
く

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

Q

当
社
の
取
り
組
み
に
は

ど
の
よ
う
な
課
題
が

あ
り
ま
す
か
？

Q

人
財
戦
略
の
目
標
を

達
成
す
る
に
は

何
が
必
要
で
し
ょ
う
か
？

Q

う
に
も
な
り
ま
し
た
。

す
べ
て
の
人
が
暮
ら
し
や
す
い
世
の

中
を
次
世
代
に
残
し
て
い
く
こ
と

―

そ
の
た
め
に
は
、
女
性
か
男
性
か
、
障

が
い
の
あ
る
な
し
や
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
、
と
い
う
こ
と
に
関
係
な
く
、
皆
が

自
分
に
で
き
る
限
り
の
努
力
を
し
な
け

れ
ば
、
成
し
遂
げ
ら
れ
な
い
と
思
う
の

で
す
。
地
球
規
模
で
解
決
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
問
題
が
山
の
よ
う
に
あ
る
と

き
に
、
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
立
っ
て
い
る

暇
は
な
い
！
全
員
が
参
加
し
て
、
皆

で
よ
り
良
い
世
の
中
に
し
て
い
く
こ
と

が
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
と
し
て
の

責
任
で
す
。
そ
れ
が
Ｄ
＆
Ｉ
の
本
質
だ

と
思
う
の
で
す
。

Ｄ
＆
Ｉ
と
は
、
お
互
い
に
も
た
れ
か

か
っ
て
支
え
合
う
こ
と
で
は
な
く
、
全

員
が
最
大
限
の
能
力
を
持
ち
寄
っ
て

土
俵
に
上
が
り
、
そ
こ
で
持
ち
寄
っ
た

多
様
な
意
見
を
認
め
合
い
、
戦
わ
せ

て
、
よ
り
良
い
も
の
、
よ
り
イ
ン
パ
ク

ト
の
あ
る
も
の
に
仕
上
げ
て
い
く
こ
と

で
す
。
そ
の
た
め
、
Ｄ
＆
Ｉ
に
は
、
強

い
個
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

誰
か
が
リ
ー
ド
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と

傍
観
し
、
指
示
が
下
り
て
き
た
ら
そ
れ

に
合
わ
せ
て
動
く
の
で
は
、
土
俵
に
上

が
っ
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
一
人

ひ
と
り
が
自
分
の
能
力
を
磨
き
上
げ
て

土
俵
に
上
が
り
、
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
重
要
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、
当
社
の
理

念
で
あ
る
「
真
に
働
く
」
に
通
じ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

当
社
の
Ｄ
＆
Ｉ
推
進
委
員
会
に
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
入
ら
せ
て
い
た
だ
い

た
当
初
は
、
女
性
が
出
産
・
育
児
を
経

て
も
働
き
続
け
る
た
め
の
枠
組
み
づ
く

り
に
集
中
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
そ

れ
で
大
事
な
の
で
す
が
、
あ
る
段
階
で

一
歩
引
き
、「
私
た
ち
は
Ｄ
＆
Ｉ
を
推

進
す
る
こ
と
で
何
を
目
指
し
て
い
く
の

か
。」
と
い
う
大
き
な
絵
を
、
皆
さ
ん
と

見
直
し
て
み
た
の
で
す
。

当
社
の
Ｄ
＆
Ｉ
で
目
指
す
姿
と
し
て

は
、
大
き
く
ふ
た
つ
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ

は
、
会
社
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
以
上
、
や
は
り
会

社
経
営
に
プ
ラ
ス
に
な
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
優
秀
な
人
財
を

確
保
し
、
い
ろ
ん
な
知
見
が
ぶ
つ
か
り
合

い
、
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
会

社
が
し
っ
か
り
と
利
益
を
上
げ
て
い
く

―
そ
ん
な
会
社
経
営
に
貢
献
す
る
Ｄ

＆
Ｉ
を
目
指
し
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
、

子
育
て
真
っ
只
中
の
社
員
や
、
介
護
を

学
生
時
代
に
結
婚
し
、
新
入
社
員

の
と
き
に
は
既
に
子
ど
も
が
い
ま
し
た

の
で
、
就
職
活
動
時
か
ら
ず
っ
と
、

日
々
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
開
拓
し
て
い

く
キ
ャ
リ
ア
を
歩
み
ま
し
た
。
私
は
広

島
出
身
な
の
で
す
が
、
幼
い
頃
に
は
ま

だ
被
爆
者
が
多
く
生
活
し
て
お
り
、
焼

け
残
っ
た
バ
ラ
ッ
ク
が
あ
っ
た
り
、
体

に
や
け
ど
の
跡
が
大
き
く
見
え
る
方
々

も
い
ま
し
た
。
同
じ
広
島
に
住
む
仲
間

で
あ
っ
て
も
表
面
的
に
見
え
る
こ
と
、

た
と
え
ば
住
む
場
所
や
や
け
ど
の
跡
が

あ
る
か
な
い
か
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と

で
区
別
・
差
別
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を

目
の
当
た
り
に
し
て
育
ち
ま
し
た
。

就
職
し
て
か
ら
も
女
性
で
家
庭
を

も
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
本
来
の
能
力
と

は
違
う
と
こ
ろ
で
判
断
さ
れ
る
理
不
尽

さ
を
感
じ
る
機
会
も
あ
り
、
せ
め
て
娘

た
ち
に
は
そ
の
よ
う
な
労
力
を
払
う
こ

と
な
く
、
そ
の
分
自
分
の
能
力
を
磨
く

こ
と
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
い
で
ほ
し
い

と
い
う
想
い
か
ら
、
Ｄ
＆
Ｉ
に
情
熱
を

持
っ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
10
年
ほ
ど

前
か
ら
は
社
会
貢
献
だ
け
で
は
な
く
経

営
と
し
て
Ｄ
＆
Ｉ
を
考
え
る
よ
う
に

も
な
り
、
ま
た
、
数
年
前
に
孫
が
生
ま

れ
、
自
分
か
ら
つ
な
が
る
何
親
等
・
何

世
代
の
人
々
に
ま
で
想
い
を
馳
せ
る
よ

し
て
い
る
社
員
、
そ
の
社
員
を
取
り
巻
く

チ
ー
ム
も
含
め
、
誰
も
が
働
き
や
す
い

環
境
に
向
け
て
、
足
元
の
課
題
を
解
決

し
て
い
く
こ
と
で
す
。
目
指
す
姿
が
明

確
に
な
っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
枠
組

み
づ
く
り
が
さ
ら
に
進
み
、
新
し
い
中

期
経
営
計
画
の
中
に
数
値
目
標
が
設
定

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

当
社
の
皆
さ
ん
は
、
制
度
利
用
に
対

し
て
は
、
と
て
も
理
解
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
た
と
え
ば
、
職
場
で
介
護
を
必

要
と
す
る
メ
ン
バ
ー
が
い
れ
ば
、
お
休

み
や
時
短
勤
務
に
嫌
な
顔
を
す
る
雰
囲

気
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、

実
際
に
目
の
前
の
仕
事
を
限
ら
れ
た

人
員
で
ど
う
や
っ
て
回
そ
う
か
と
な
る

と
、
暗
中
模
索
を
し
て
い
る
よ
う
な
印

象
で
す
。
そ
こ
か
ら
一
歩
進
む
た
め
に

は
、
ま
ず
は
制
度
を
使
っ
て
み
て
、
小

さ
な
失
敗
を
た
く
さ
ん
す
る
こ
と
。
失

敗
は
必
ず
そ
の
後
の
学
び
に
な
り
ま
す

か
ら
、
小
さ
な
失
敗
を
積
み
重
ね
る
こ

と
で
日
々
の
生
活
の
中
に
染
み
込
み
、

自
然
と
問
題
を
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

Ｄ
＆
Ｉ
の
経
営
的
な
メ
リ
ッ
ト
は
、

す
ぐ
に
出
て
く
る
よ
う
な
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
異

な
る
人
た
ち
が
土
俵
に
上
が
り
、
意
見

を
ぶ
つ
け
合
う
こ
と
で
素
晴
ら
し
い
ア

イ
デ
ア
が
た
く
さ
ん
生
ま
れ
る
。
そ
れ

が
重
な
っ
て
事
業
と
な
り
、
経
営
に
プ

ラ
ス
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
５
年
10
年

経
っ
て
よ
う
や
く
現
れ
る
も
の
で
す
。

そ
の
点
、
当
社
の
経
営
陣
は
、
長
期
的

な
視
点
で
Ｄ
＆
Ｉ
に
取
り
組
む
強
い
意

志
が
あ
る
の
で
、
安
心
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
創
業
時
か
ら
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
し

て
人
が
中
心
の
経
営
を
実
践
さ
れ
て
い

る
の
で
、
Ｄ
＆
Ｉ
に
つ
い
て
も
推
進
力

は
強
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
い

つ
か
Ｄ
＆
Ｉ
が
完
全
に
定
着
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
枠
組
み
や
ル
ー
ル
、
Ｄ
＆
Ｉ
と

い
う
言
葉
さ
え
も
必
要
で
な
く
な
る
日

が
く
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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眼光紙背
出光佐三店主の言葉

っ
た
ん
出
光
商
会
に
入
り
た
る
者
は
、家
内
に
子

供
が
生
ま
れ
た
気
持
ち
で
行
き
た
い
の
で
あ
り

ま
す
。店
内
に
お
け
る
総す
べ

て
の
事
柄
は
親
で
あ
り
子
で
あ

り
、兄
で
あ
り
弟
で
あ
る
、と
い
う
気
持
ち
で
解
決
し
て

行
く
の
で
あ
り
ま
す
。出
来
の
悪
い
子
供
ほ
ど
可
愛
い
と
い

う
気
持
ち
ま
で
持
っ
て
行
き
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。日
常
執

務
の
や
り
方
、同
僚
と
の
間
柄
、上
下
の
立
場
、指
導
の
や

り
方
、相
互
間
の
無
遠
慮
無
差
別
、ヒ
ド
イ
叱
り
方
、俸
給

を
渡
す
も
の
と
受
け
る
も
の
と
の
気
分
、容
易
に
入
店
も

さ
せ
な
い
が
、入
店
し
た
ら
な
か
な
か
退
職
さ
せ
な
い
、一
度

出
て
も
ま
た
舞
い
戻
る
、他
店
か
ら
家
風
の
違
う
養
子
を

貰も
ら

わ
な
い
。こ
れ
ら
の
事
は
一
家
肉
親
の
情
合
を
も
っ
て
決

す
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、い
わ
ゆ
る
一
大
家
族
主
義
で
あ
り

ま
す
。こ
の
温
か
い
気
の
置
け
な
い
空
気
の
中
に
浸
っ
て
い
る

間
に
自
然
と
落
着
き
が
出
来
、一
切
を
顧
み
る
必
要
が
無

く
な
っ
て
全
力
を
仕
事
に
注
ぐ
事
と
な
り
、そ
れ
が
仕
事

に
興
味
を
持
つ
事
と
な
り
、人
生
を
楽
し
み
得
る
事
と
な

る
の
で
あ
り
ま
す
。

　（
中
略
）　
出
光
商
会
は
仕
事
上
の
失
策
は
咎と
が

め
ぬ
事
に

な
っ
て
い
る
。平
素
か
ら
真
面
目
に
、熱
心
に
、全
力
を
尽
し

て
い
て
、そ
う
し
て
な
お
失
策
を
な
す
事
は
人
間
に
当
然

あ
る
事
で
、私
自
身
が
常
に
こ
れ
を
繰
り
返
し
て
い
る
の
で

あ
り
ま
す
。一
生
懸
命
に
や
っ
た
仕
事
が
失
敗
に
終
っ
た
場

合
は
、慰
め
て
貰
い
、労
っ
て
貰
い
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。私

は
こ
れ
を
責
め
る
気
持
ち
に
は
な
り
ま
せ
ん
。こ
れ
を
責
め

た
な
ら
ば
、そ
の
後
の
仕
事
は
責
任
逃
れ
と
な
り
、上
す
べ

り
と
な
り
、そ
の
後
の
努
力
は
中
心
を
外
れ
て
、責
任
転
嫁

の
脇
道
に
逸そ

れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　（
中
略
）　
青
年
の
処
世
上
最
も
大
切
な
る
事
は
、や
り

か
け
た
仕
事
は
万
難
を
排
し
て
必
ず
や
り
遂
げ
る
と
い
う

徹
底
心
で
あ
り
ま
す
。

　（
中
略
）　
仕
事
を
貫
徹
す
る
か
否
か
に
よ
っ
て
、そ
の

青
年
の
大
体
の
精
神
は
定
ま
る
の
で
あ
り
ま
す
。仏
を
作

る
事
は
万
人
の
必
ず
な
す
所
で
あ
り
ま
す
が
、真
に
魂
を

入
れ
得
る
人
は
幾
人
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。こ
の
根
気
と
、熱

心
と
、努
力
と
は
何
物
を
も
な
し
遂
げ
る
基
礎
精
神
を
作

る
の
で
あ
り
ま
し
て
、こ
こ
で
人
生
の
運
命
は
決
す
る
の
で

あ
り
ま
す
。

　（
中
略
）　
私
は
い
か
な
る
故
障
も
、難
関
も
、事
故
も
、

必
ず
こ
れ
を
打
破
す
る
の
徹
底
心
を
、養
成
す
る
事
に
努

力
す
る
の
が
他
人
の
子
弟
を
預
る
も
の
の
責
務
と
思
う
の

で
あ
り
ま
す
。
　（後
略
）

「大家族主義」という言葉だけを聞くと、古い考えで、プライベートに踏み込み過ぎたり、画一的な組織を形成したりと、さま
ざまな弊害を想起する人がいるかもしれません。実際に佐三店主が書いた「大家族主義」についての全文を読むと、現代の
働き方にはそぐわない内容も含まれています。
しかし、「大家族主義」の根本は、人の無限の可能性を信じ、常に高め合いながら成長することを軸にする現在の当社グ
ループの「行動指針」にも通じるものです。
また、２段落目で佐三店主が言っている「仕事上の失策は咎めぬ」という発想は、今ではイノベーションを生む大切な考えの
ひとつともいわれています。当社ではそれを創業以来大切にしてきたからこそ、これまで誰も成しえなかったことを実現してきた
歴史があるのです。

店
主 

出
光
佐
三

出
典

：

紀
元
二
千
六
百
年
を
迎
え
て
店
員
諸
君
と
共
に（
一
九
四
〇
年
）

解  説

vol.4

大
家
族

主
義

い

1945年、日本の敗戦により、
海外を中心に事業を展開し
てきた出光はほぼすべての
事業と在外資産を失いまし
た。そのとき、佐三店主はす
ぐに「愚痴をやめて再建にと
りかかろう」と従業員に呼び
かけるとともに、当時、国内外
に800名以上いた従業員を
一人も解雇しないことを宣言
したのです。
その後、急場をしのぐために、
旧海軍タンク底油集積事業
の他、ラジオの修理・販売、
印刷、農業、漁業など畑違い
の事業も行い、従業員の一
致団結した働きにより艱

かんなん

難
を乗り越え、石油業復帰へと
希望をつなぎました。

30代の出光佐三
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出光グループの最新情報をお伝えします

当社は、国産木材使用のCLT（Cross Laminated Timber：
直交集成材）を活用するなどした環境配慮型サービスス
テーション「apollostation Type Green」を新たに展開し
ます。CLT活用のSS建設は国内初で、昨年11月7日に1号
店となる「スマートエコステーション南国バイパス」を
開所、続いて兵庫県神戸市、埼玉県飯能市の2カ所も開
所しました。太陽光発電パネルやEV急速充電機を設置す
るなど、循環型社会のニーズにマッチした環境配慮型の
SSです。今後も、Type Greenに加え、次世代に対応した
人と豊かな暮らしをサポートする新しいコンセプトのSS
を展開していきます。

国内初、環境配慮型サービスステーション「apollostation Type Green」を展開

当社は、徳山事業所にバイオマス発電所を新設し、営業
運転を2023年1月より開始しました。当発電所は発電出力5
万kW、年間発電規模は約10万世帯分の電力に匹敵する3億
6千万kWhの、大型木質バイオマス発電所です。発電した
電力は出光グリーンパワーへ供給します。当社が出資する
バイオマス発電所としては京浜バイオマス発電所、土佐グ
リーンパワー土佐発電所、福井グリーンパワー大野発電所
に続く4件目となります。徳山事業所は2014年に原油精製設
備の操業を停止し、石油化学原料の製造拠点として、石油
精製事業からの転換をいち早く完遂しました。引き続き、
アンモニアサプライチェーン構築検討などを通じて、CNX
センター化の実現に向けた取り組みを続けていきます。

徳山事業所のバイオマス発電所が運転開始



広報誌 　　　　　 第4号
発行：出光興産株式会社　　
制作：日本ビジネスアート株式会社

本誌掲載の写真、イラスト、記事の無断転載を禁じます。

テレビCM「Coloring」篇より、描いている途中のイラスト

一色一色丁寧に選ばれる色鉛筆

イラストの元となった映像

150色以上の色鉛筆によって緻密に描かれた絵
が、命を吹き込まれたように動きだす。

その光景に思わずくぎ付けになってしまう、当社
のテレビCM 「Coloring」篇が昨年11月中旬より放
映中です。

このCMのテーマは「カラフル」。人はそれぞれの未
来地図を想い描き、その完成を目指していきます。

真っ白なキャンバスに多彩な色で塗り上げられ、
リアルに描かれていくイラストと、SixTONESの楽曲
「Always」を通じて、その様子を表現しました。

絵が映像に切り替わる瞬間は目を凝らしてみても
わからないほど。驚くほど自然な映像美をお楽しみ
ください。

色鉛筆で描いた未来が動きだす。
新テレビCMに込めた想い。

イラストを描く様子を
追ったメイキング動画は
こちら

テレビCM
放映中 ！


